
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】ベクトルの加法，減法，実数倍の意味を理解し，計算することができる。

□ベクトルの分解
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　つのベクトル，が与えられたとき，，を用いて他のベクトルを表すことを考えてみよう。

　右の図のように

　　　，　，　

　とする。点を通り，直線，に平行な直線と，

　直線，との交点を，それぞれ， とすると

　　　　 　……①

　となる。ここで点は直線上に，点 は直線上にあるから，

　， を満たす実数，がただ組ある。

　この式を等式①に代入すると

   

 

  

　平面上の任意のベクトルが，次独立であるつのベクトルの次結合 で通りに

　　　　表されることは非常に重要な考え方である（ベクトルの表示の一意性ともいう）。

　　　　要はいずれもでなく，平行でない本のベクトルで，平面上のすべてのベクトルを表すことができる。

平面上におけるこのようなつのベクトル，は

次独立であるという。

　　　　　　　すなわち　　   　　　　
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①　と等しいところ、と等しいところ

　　を見やすくする

②　どこからどこまでであるかをヒントにして、

　　なぞっていく（逆向きのときはマイナスにする）

※　この場合縦線は なので

　　これを用いても良い
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からまで行くことを考える

⇒どのような経路をたどっても

　最終的な結論は変わらないに直す

逆走する時はマイナスを付ける

例５）正六角形において，，とする

深める　例でと考えても，例と同じ結果になることを確かめよう。

　　　　　　　　　　



　　

　　　　　　 



　　　

　　　　　  　

　　

　　　　　
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　「    

  

    

   

       

 


  
  

  

 

    

   

    

１ [708数学Ｃ 練習7]













 



  

    

 解説

  

  


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